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新型コロナウイルス感染症に係る農林水産業への影響 
 
 
 

１ 農林水産分野における主な影響 

○ 牛肉、花き、魚介類等の需要低迷 

○ 米の需要低迷 等 

  なお、感染拡大が依然続いていることから、上記に加え、木材需要の減退による林業・木材

産業への影響等も含め、引き続き注視していく必要。 

 
 

２ 主要品目の価格等の推移 

（１）牛肉（県産和牛（去勢）） 

○ Ａ５～Ａ３ランクの４月の販売価格は、前年同月

対比６４％～６７％と大幅に下落したが、現在は回

復基調にある。 

○ ＪＡ全農福島出荷分の１１月の販売価格は、前年

同月を上回る水準に回復してきている（下記表）。 

 

 

 

（２）花き（主要切り花等） 

○ ２月２０日以降、冠婚葬祭行事の縮小等の影響

により業務用需要が落ち込み、出荷金額は、主な

冬春期の品目で前年比５２～６９％となってい

たが、７月頃から回復し、主な夏秋期の品目で 

８６～１００％となっている。 
 

 
 
 

 

 
 

 

農 林 水 産 部 

令 和 ２ 年 １ ２ 月 

資料：日農INDEX（日本農業新聞データ（各地区大手７卸のデータ） 
平年は、過去５年間の価格を元にした平均値 

切り花類の価格推移（全国） 

○　主要切り花の出荷額（２／２０～１１／２７の実績（ＪＡ全農福島））

出荷本数
（本）

出荷額
（千円）

出荷額
前年対比

出荷本数
（本）

出荷額
（千円）

出荷額
前年対比

出荷本数
（本）

出荷額
（千円）

出荷額
前年対比

2019年 904,500 33,598 － 257,040 14,780 － 302,280 13,990 －

2020年 902,170 23,034 68.6% 202,060 9,725 65.8% 160,920 7,323 52.3%

出荷本数
（本）

出荷額
（千円）

出荷額
前年対比

出荷本数
（本）

出荷額
（千円）

出荷額
前年対比

出荷本数
（本）

出荷額
（千円）

出荷額
前年対比

出荷本数
（本）

出荷額
（千円）

出荷額
前年対比

2019年 1,596,018 203,792 － 5,562,724 577,193 － 2,557,680 101,950 － 3,854,357 166,278 －

2020年 1,329,982 189,267 92.9% 5,638,653 574,486 99.5% 2,206,366 87,673 86.0% 3,274,140 165,456 99.5%

※小ぎく、スプレーぎく、輪菊の合計

ユキヤナギ（４中旬出荷終了） ラナンキュラス（４月下旬出荷終了） カンパニュラ（６月上旬出荷終了）

トルコギキョウ（５月上旬出荷開始） 宿根かすみそう（５月上旬出荷開始） りんどう（６月中旬出荷開始） ※きく（５月中旬出荷開始）

花きの価格推移と花いっぱいプロジェクトの動き
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福島県産和牛（去勢）の価格推移
（東京中央卸売市場）
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（単位：円/kg）

令和２年11月分 令和元年11月分 前年同月比

Ａ５ 2,699 2,658 102%

Ａ４ 2,509 2,306 109%

Ａ３ 2,356 2,038 116%

県産和牛（去勢）のＪＡ全農福島出荷分のデータ

参 考 ３ 
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（３）魚介類 

○ 本県魚介類を代表するヒラメの販売単価は、３

月以降、前年同月平均単価を大きく下回るように

なり、４月には前年同月対比５５％まで大幅に下

落したが、水揚量が減少する７月以降は前年同月

比８５％～１１３％と回復基調にある。 

 

 

 

（４）米 

○ 中食・外食需要が大きく減少し、民間在

庫が大幅に拡大している。特に米どころの

東北や新潟が顕著であり、９月時点におけ

る前年同月からの全国の民間在庫増加分

に占める東北６県及び新潟県の割合は約

56%となっている。 

○ 福島県産米の民間在庫は、９月時点で前

年同月から 33.9 千玄米トン（約 6,200ha

分）増加している。令和２年産米の全国の作況

指数が「99」（福島県「102」）でも、需給環境

が大きく緩み、相対取引価格が低下している。 
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ヒラメ単価の推移(県内産地市場計)

水揚量

ヒラメ単価

前年同期単価

（円/kg） （トン）

米の産地別民間在庫の状況

元/２年産 ２/３年産

都道府県 元年７月 元年８月 元年９月

①

２年７月 ２年８月 ２年９月

②

青森 59.5 43.1 68.6 76.0 61.1 82.7 14.1

岩手 43.8 29.3 27.5 67.9 49.6 47.2 19.7

宮城 69.2 49.9 69.2 89.2 68.9 88.4 19.2

秋田 66.1 41.2 117.2 83.6 57.2 140.5 23.3

山形 53.7 40.4 59.0 85.4 69.0 95.0 36.0

福島 79.0 56.0 55.9 103.7 87.1 89.8 33.9

茨城 29.8 33.6 107.8 36.0 45.8 125.7 17.9

栃木 65.5 47.0 102.5 65.3 52.5 111.1 8.6

新潟 58.9 35.1 214.1 84.7 53.6 237.1 23.0

全国 990.0 790.0 1,610.0 1,190.0 1,000.0 1,910.0 300.0

　資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」

単位：千玄米トン

対前年

同期差

②－①

県産米の相対取引価格（年産平均価格）

（単位：円/60kg）

品種銘柄 ２年産米 元年産米 ２年産米-元年産米

コシヒカリ（中通り） 13,506 15,360 ▲ 1,854

ひとめぼれ 14,247 14,924 ▲ 677

天のつぶ 13,052 14,461 ▲ 1,409

（参考）全国全銘柄平均 15,074 15,720 ▲ 646

　資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」

※２年産米は出回りから２年10月の価格

※元年産米は出回りから２年８月の価格


